
まとめ 市川中 市川東小 市川小

１−①
自校の成果

・各校で成果を上げる
ことができた。

各自の授業力向上を目
的に授業交流を行え
た。

・担任間の授業交換に
おいて，担当教科の授
業力向上を目指し取り
組みを進めることがで
きた。
・授業スタイルを統一
する取り組みでは，授
業の質の向上を目指
し，教材研究を行っ
た。

・教科担任による同学
年の授業も担任間の交
換授業も効果的だっ
た。

１−②
３校合同の成果

・顔合わせや研究授
業・週一の参観が効果
的だった。

・合同で研究授業を行
い、これまで以上の視
点で授業を観察するこ
とができた。
・顔合わせから始まり
ブロックごとの研究ま
で、これまでにない取
り組みができたことが
成果である。
・理科での同じ単元で
の研究授業は、小中そ
れぞれの指導し方や児
童生徒の着目の仕方の
違いが見られ、教師の
今後の指導に大いに役
立つ場となった。
・小学校の専科が週1
回中学校にいらっしゃ
るスタイルが大きな成
果につながった。毎週
会うことが分かってい
るからこそ、見通しを
もって打ち合わせを行
うこともできた。

・小小連携における教
科担任の授業は児童の
学習への意欲が高ま
り，大変効果的だっ
た。
・小中学区の交流を，
年間を通して継続的に
行うことができ，今後
の活動の素地ができ
た。
・小中の系統性が見ら
れる同一単元での研究
授業を参観させていた
だき，小中連携のベー
スとなるものが明確化
された。

・同一学区の小中が一
緒になって教育を考え
る取り組みはかつてな
い取り組みであり、９
年間を見通した教育の
第一歩となった。
・中学校の授業を参観
でき、検討できたこと
は大きな成果であっ
た。
・小中の違いを感じる
いい機会となった。基
礎となる小学校での学
びの大切さも改めて感
じた。

2-①
自校の課題

・専門性を高め、授業
力向上を目指す。

・授業交流に対する意
識の向上。
・小中９年間の単元配
列表をもとにした、教
育課程の研究

・小小連携の授業で
は，教科担任への引き
継ぎやお願いが必要と
なるが，限られた時間
の中で情報交換なの
で，内容が十分共有さ
れず，準備が十分にで
きないことがある。

・児童の情報を共有す
る方法をさらに確立し
ていきたい。

２月８日教科担任制推進委員会 議題

１．今年度の成果

２．今年度の課題



2-②
３校合同の課題

・情報共有をしながら
ギャップを解消してい
きたい。（不登校の問
題も・・・）
・地域ならではの困難
さを抱えている家庭の
保護者対応や関係機関
への対応などを会議を
開催するなどして密に
していきたい。
・指導の方向性の確
認。
・小小の連携もしてい
きたい。（オンライン
活用・南東間での交流
を参考に市小と東でも
やっていけるのではな
いだろうか）

・定期的に話し合う場
が必要だと感じる。特
にギャップ解消に関し
ては、アンケートの改
善はもちろん、アン
ケートの結果から見え
る教師の指導の改善も
話し合うことができた
のではないかと感じ
る。

・情報共有の方法につ
いて課題が残った。

・研究を合同で行うと
いう方法についてはよ
かったが、もっと共通
理解を図れるようにし
たい。
・足並みを揃えること
は大変だが、もっと話
し合ったり協同研究を
したりする機会を増や
していきたい。
・来年度は小小連携と
して、オンラインでの
交流授業なども取り入
れたい。

指導主事のお話

3-A-①
顔合わせ会

・継続 ・必要だと感じる。グ
ループごと話し合う時
間を長くとるか、回数
を増やすなどしても良
いと感じる。

・顔や名前を紹介し合
うだけでも壁が取り払
われたような安心感が
わいた。

・それぞれの学校の職
員や所属学年等がわ
かってよかった。来年
度、また職員が変わる
ので１学期にまたやり
たい。できれば参集
し、交流したい。

3-A-②
ギャップ解消の
ための話し合い

・アンケート実施の前
後に話し合い。生徒の
アンケート結果を踏ま
えて話し合い。
・アンケート担当者同
士が直接つながると良
い。（ブロックのつな
がり）
・タイムリーな話題だ
けでなく、日常的な課
題、学校のルールなど
気軽に話ができると良
い。
・まずは授業、学力向
上。

・アンケートの結果か
ら、ギャップの明確化
と解消に向けての小中
での具体的な手立てを
考えていく必要があ
る。
・アンケート実施の前
後には話し合うように
すべきだと感じる。今
年度は小中の研究主任
が窓口となったが、そ
れぞれのブロック長ど
うしが直接やりとりを
した方がスムーズかつ
効果があがるように感
じる。

・それぞれの状況や課
題を知り，質問し合う
ことで，校内の問題や
話題が校区の話題と
なって共有された。

・来年度は、実施時期
を遅くして、授業公開
や相互参観の後に、そ
れらの感想や質問を共
有できる時間とする
と、より有意義ではな
いか。
・中１アンケートも５
月末から６月頃にとっ
てもらい、小中ギャッ
プを洗い出せるように
してから話し合いをし
たい。（３ー１ー④に
もあるように）

・フォーラムでも市川中学区の取り組みが注目されていた。
・スタディログ（次の学年・学校へつないでいくことがICTならできる）
・児童生徒のアカウントを９年間固定できると良い。３．来年度に向けて

A継続する事業の確認



3-A-③
授業公開と相互
参観

・期間を限定せず、互
いに日常の授業を参観
できると良い。
・中学校の先生に小学
校で授業をしていただ
きたい。（T1,T2,専門
性発揮・特に数学・英
語）
・オンラインも積極的
に活用。
・東小・市川小の小小
連携もオンラインで共
同作業・共同編集もで
きる。

・互いに授業を見る期
間を設けたが、実際の
ところ見られない職員
もいた。期間を別に設
けるなど、全員が見ら
れるようにしていきた
い。
また、期間を設けなく
ても「いつでもどう
ぞ」の姿勢をもってい
きたい。

・参観の機会はある
が，見に行けないこと
も多い。
・外国語で実施してい
るが，中学校の先生に
小学校で授業をしてい
ただくことは教師に
とっても子どもにとっ
てもメリットが多いと
感じる。

・今年度のような開放
日型の相互参観ととも
に、中学校で授業をお
持ちの先生方全員に小
学校５，６年で１年に
１回授業をしていただ
きたい。小学校の職員
も中学校でT2をするな
ど、お互いに積極的に
乗り入れをしたい。

3-A-④
小６アンケート
と中１アンケー
ト

・アンケートは継続
（実施の細かい点は改
善をしていく）

・アンケートの結果
を、早めに周知してい
きたい。また、小中の
担当者同士が直接連絡
を取り合えるようにし
ていくことも必要では
ないかと感じた。
・②と同様、ギャップ
解消に向けての手中で
の具体的な手立てを考
えていく必要がある。

・本校も同一のアン
ケートを行い，共有し
同じ歩調でできるとよ
いと感じる。

・活きるアンケートに
していきたい。市川中
学校で実際に何に困っ
ていて、そのために、
東小と市小が何をすれ
ば解消に近づくのか
を、もっと検討し合っ
ていくべきだと感じ
る。例えば、「小学校
までに身に着けておき
たかったことはなんで
すか。」や「小学校の
ときに取り組んでいた
から中学校で生かされ
ていること」など

3-A-⑤
中学校での研究
授業

・教科は理科でなく、
他教科でも可。
・この事業としては、
研究授業はしなくても
良い。
・小学校の研究授業に
中学校の先生が専門性
を発揮していかに関わ
るのかも検討すると良
い。

・何のための研究授業
なのかを、周知した上
で実施していきたい。
「理科の研究授業」と
いう意識が高いまま参
観していた職員も見受
けられた。もちろんそ
れも大切ではあるが、
「教科担任制」が主軸
であることをもっと前
面に出すべきだったと
感じている。

・リモートでは伝わり
にくい部分があるの
で，可能であれば直接
見させていただきた
い。

・研究授業をすること
は大変有意義であっ
た。配信の仕方につい
ては、もっと改善して
いきたい。来年度も３
校全体での研究授業が
必要かどうかは疑問に
感じるところもある。
もっと小規模な授業公
開を複数の人が行うの
も効果的ではないだろ
うか。



3-A-⑥
小学校での研究
授業

・同じ指導主事に指導
助言していただくこと
が一番の目的である。
しかし、その分スケ
ジュールの調整が難し
くなり、結果、中学校
は全職員で参観できな
い日に研究授業となっ
てしまった。
　来年度は早めにスケ
ジュールを固めること
が大切であると感じ
る。

同上 同上

3-A-⑦
小６と中１の交
流

・中学入学説明会は継
続できそう。
・花火大会の清掃活動
等、中学校が行ってい
るものに小学校の児童
会が加わって行くこと
はできそう。
・新しいものを入れる
のはスケージュール調
整が難しい面もある。
・東小児童は立地的に
市川地区の地域や他校
と関わるのは難しい。
オンラインを利活用し
たい。

・アンケートの結果
が、今年度の交流にど
こまで生かされたか
しっかり振り返りを行
いたい。

・進学を不安に思う６
年生にとって，よい機
会となった。顔見知り
の先輩との交流ができ
れば安心感につながっ
たのだろうが，知って
いる先輩がいないた
め，さらに不安を持っ
たようだった。

・中学入学説明会で中
１と小６が交流できた
ことがよかった。中学
生が中心となって進め
ていたことで中学校へ
行っての成長を感じる
ことができた。
・来年度は乗り入れ授
業などもしてさらに交
流を活発にしていただ
きたい。
・合同清掃や合同避難
訓練のような小中で交
流できる活動をできた
らよいのではないか。

３‐B-ⅰ-①
東小学校での授
業

・市川小と東小で気候
も差があり、理科の自
然観察の指導は難し
かった。
・理科専科が２校を兼
務するのは、実験の準
備を前日に行うことが
できないことも準備の
面で大変であった。

・小規模校の実態を
知っていただくことも
有効だと思う。

・理科専科で他校にも
行くことが準備の面で
はとても大変だった。
専科加配が不可欠。
・理科は、学校にある
備品の違いや自然に左
右される課題などでや
りにくいこともあっ
た。
・両小学校で同じ指導
（理科・外国語）をし
てもらえることで、小
中ギャップの解消につ
ながる。

　ⅰ理科の研究について

B来年度の研究の中心となる課題に対しての考え



３-B-ⅰ-②
週１の市中への
参観

・１人の教員が複数回
参観するのではなく、
小学校の複数の教員が
参観する仕組みにして
いきたい。
・教科も限定しないで
参観する。
・３校がより積極的に
参観し合うためには、
「いつでも」だと難し
い面もあるので、シス
テムを整える必要があ
る。例えば水曜の５時
間目は交流の時間と定
め、毎週その時間を交
代で３校の職員の誰か
しらが参観する。専科
教員など動ける人が補
充要員として、授業の
補充に入れば学校の運
営にも支障がないだろ
う。

・小学校の先生との打
ち合わせなど、決まっ
た時間があったことが
助かった。
・小学校での導入や展
開、中学校での導入や
展開など共通するとこ
ろや違うところなどを
交流することができ
た。
・中学校での授業の中
で、小学校の内容の振
り返り活動ができた。

・常に交流を図り，情
報交換を行うことは理
科の研究には大切だっ
たと思う。今後，他の
教科についても同様の
ことを行うことは難し
いかもしれない。

・来年度も理科を研究
する、且つ担当が代わ
るのであれば必要かも
しれないが、そうでな
ければ要らないのでは
ないか。その代わり
に、全員が交代で年１
回１時間行くのような
仕組みの方が二年目と
して効果があると思
う。（3-A-③とかかわ
る）

3-B-ⅱ-①
教育課程

・単元配列表ととも教
科書でも指導内容を確
認できると良い。
・教科用図書を各校で
購入できないだろう
か。

・中学校では、単元配
列表を修正していると
ころです。ただ、今年
度の修正で中学校教師
が何に気づき、何を改
善していくかが大切で
はないかと思います。

・小学校の学びが，ど
のようにつながってい
くのか分かるような一
覧表があればよいと思
う。

・小中一貫の表はある
が、十分に活用できて
いないのが現状。もっ
と、一目で小と中のつ
ながりが見えるように
したい。（3-B-ⅱ-②
ともかかわって）
・教育課程を印刷した
ものや共有データを３
校で共有すれば活用し
やすいだろう。

3-B-ⅱ-②
教科指導

・現中１は、情報部会
で東小と市川小の６年
生の進行具合を揃えて
いたことで、中学校で
も影響なくできた。

・小学校における教科
担任制を取り入れるこ
とで、教材研究や準備
の時間が増える、中学
校の教員からのアドバ
イスが得られるなどの
メリットを生かし、よ
り専門性の高い授業の
提供（質の高い授業）
をすることで学力の向
上を図りたい。

・小中相互の乗り入れ
授業や，合同授業など
も，相互理解・不安解
消の点からも考えるこ
とはできないか。

・３校の児童生徒の
ICT技能も、情報を共
有し合いながら同じく
らい使えるようにして
いきたい。
・小学校・中学校でお
互いの教科書を揃え、
いつでも見合えるよう
な環境を整えていきた
い。

ⅱ小中連携について



3-B-ⅱ-③
生徒指導

・中学校の先生との関
わりに対する不安を解
消する場もあるとあり
がたい。

・アンケート結果を全
職員で共有すること、
指導の上でどのような
配慮が大切であるか考
えていけば、生徒指導
にも生きてくるのでは
ないかと思います。
・家庭環境が複雑化し
てきていることは明ら
かであり、様々な問題
を小中の担任や主任が
共有していくことが今
後もっと大切になると
感じています。
　そうしたときに、顔
合わせやその他の話し
合いの場が生きてくる
ことを願っています。
少なくとも、今年度、
一緒に研究を行えたこ
とで、担任同士の連携
のハードルが下がった
と感じています。

・小中で行ったアン
ケートの追跡調査から
も，児童生徒が抱える
問題が見えてくるので
はないだろうか。

・どんな小中ギャップ
があるのかを明確にす
ることで、必要な生徒
指導も見えてくるので
はないだろうか。

梶原指導主事

望月課長補佐

　

・市川小はチーム高学年を目指して、是非国語算数の交換を継続してほしい。

・中学校の授業はスパイラル型。今後は中学にわたす,小学校の分は省くなどの任せる意識も


